
人口と世帯（平成26年12月 1日現在）1,669世帯（-1）男2,347人（+1）女2,500人（+1）計4,847人（+2）
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　１１月１３日（木）役場２階農林研修室におい
て片品村功労者表彰式が行われ、引き続き片品村
名誉村民贈呈式が行われました。
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おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
須藤恒次さん (85)・吉子さん (80)　ご結婚されて59年　お住まい（東小川）

◉ 若いころの思い出
　若いころの二人は、恒次さんの仕事の関係で 17
年間千葉県に移り住み、社宅住まいをしていた。
　《昭和 56 年から宿をはじめ、都会での生活が良い
経験になって頑張れた。》と語る吉子さん。
　《千葉にいる時に（うりっぱなど）野草を取ってい
たら、近所の人たちに草を食べている。と言われた
ことがあったが、みんなに食べ方を教えてあげたら
喜ばれたよ。》とおもしろく笑いを交えて話す二人。

32歳・37歳当時　（昭和42年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　《昔は、都会の生活は周りに気を使わなくって、田
舎は付き合いが多くて大変だ。と思っていたけれど、
今はグランドゴルフなど、みんなとの付き合いがで
きる田舎が一番！田舎に来てからの方が遊びで忙し
いよ！》
　《宿泊のお客さんは少なくなっているが、年寄りが
やるにはちょうどいい。しかし、村の若者が少なく
なっているのはさびしいね。若者の働ける場所がで
きるといいね。》と二人が語ってくれました。

利根沼田医師会 休日夜間急患診療所
沼田利根医師会地域医療センター

日曜、祝日、年末年始（12/31～ 1/3）
午前9:45～11:30　午後1:00～ 3:30
※年末年始は午後2:30まで

毎週火・水・木・金曜日
※祝日、年末年始を除く
午後6:45～ 9:30　☎（２４）１１９９口座振替の方は事前に残高確認を！

場 　 　 所
休 日 診 療
診  療  日
診 察 時 間

夜 間 診 療
診  療  日

受 付 時 間

今月の納期は12月25日（木）です！
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国 民 健 康 保 険 税

村 　 県 　 民 　 税

介  護  保  険  料

後 期 高 齢 保 険 料

第６期

第 4 期

第 5 期

第 5 期

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

２
人

藤
井　

宏
行　

女 　

菜
月 

花　

咲

             　

村
上　

雅
人　

男 　

希
和 

東
小
川

★
婚
姻
さ
れ
た
方
１
組

　

○
星
野　

健
太　

鎌　

田

　
　

山
﨑　

梨
奈　

渋
川
市

■
亡
く
な
ら
れ
た
方
６
人

小
尾
志
づ
枝　
　

89
歳　

御
座
入

星
野　

い
と　
　

84
歳　

花　

咲

星
野　

百　
　
　

82
歳　

東
小
川

笠
原　

康
市　
　

79
歳　

越　

本

星
野　

芳
江　
　

88
歳　

鎌　

田

中
畑
サ
ダ
子　
　

92
歳　

鎌　

田

お
詫
び
と
訂
正

　

11
月
号
の
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
保
護
者
名
で
「
義
昭
」
と
あ
る
の

は「
義
明
」の
誤
り
で
し
た
。

　

謹
ん
で
お
詫
び
と
訂
正
を
い
た

し
ま
す
。

午
前　

8
時
30
分
〜
12
時
00
分
迄

年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
毎
週
土

曜
日
、印
鑑
証
明
書
・
住
民
票
発
行

及
び
収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

窓   

口   

か   

ら

平
成
26
年
10
月
20 

日 

〜

平
成
26
年
11
月
19
日

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

お

め

で

た

お

く

や

み
な
つ
き

の　

わ

寄
　
付

　

手
芸
品
１
０
０
個

　

越
本
の
笠
原
な
か
子
さ
ん

か
ら
、
亀
の
５
円
玉
手
芸
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
１
０
０
個

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

手
の
運
動
の
た
め
に
と
、
少

し
ず
つ
作
り
た
め
て
き
ま
し

た
。

　

村
の
事
業
に
て
、
高
齢
者
に

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

善
　
意

寄
付
い
た
だ
い
た
五
円
玉
の
手
芸
品



03 広 報 か た し な        H26 . 12

平成 26 年度の財政事情

（その他の予算現額（労働費・災害復旧費・諸支出・予備費））

単位：千円

予算額
43億 6161万 5千円
支出済額
13億 8059万 7千円
執行率 (31.7％)

予算現額
支出済額

歳　出

平成26年度
◎村有財産の保有状況
（　）内は今期増減高

土　　地
(山林含む )

5,549,855 ㎡
（128,366）

（△2,889）

（107,596）

（0）

（0）

物品 ( 車両 )

78 台

山　　林

4,135,757 ㎡

出資金など

129,709,000 円

建　　物

54,305 ㎡

項　　　　　　　　目 予　算　額 現年度収支額 執　行　率
収 益 的 収 入 105,040

105,035
10,000
42,500

4,015
13,483

0
9,785

3.8 ％
12.8 ％
0 ％

23.0 ％

収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

( 単位：千円 )◉ 観光施設事業の状況（平成26年9月末現在）

◉ 基金（平成26年9月末現在）

◉ 地方債及び一時借入金の状況（平成26年9月末現在）

前期末現在高
1,359,960

2,689
100,360
100,000
10,121
782

10,178
284,000
113,490
27,900
12,029

2,021,509

今期増減高
150,000
5,773

0
0

2,285
0
0
0

48,000
0

△ 12,000
194,058

今期末現在高
1,509,960

8,462
100,360
100,000
12,406
782

10,178
284,000
161,490
27,900

29
2,215,567

前期末現在高
2,799,202

0
2,799,202

今期増減高
△ 92,875

0
△ 92,875

今期末現在高
2,706,327

0
2,706,327

会 計 名
国 民 健 康 保 険
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業 等
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

区 　 　 分  
財 政 調 整 基 金
奨 学 基 金
地域づくり特別事業基金
高 齢 者 福 祉 基 金
尾瀬の郷づくり基金
減 債 基 金
ふるさと農村活性化基金
学 校 建 設 基 金
国 民 健 康 保 険 基 金
簡 易 水 道 事 業 基 金
介護給付費準備基金
合     計

◉ 特別会計（平成26年9月末現在）
予　算　額
890,682
94,666
125,350
516,772
59,516

収 入 済 額 
287,666
31,923
11,273
201,909
18,231

執　行　率
32.3 ％
33.7 ％
9.0 ％
39.1 ％
30.6 ％

支 出 済 額
334,316 
31,190 
36,330 
204,382 
20,283 

執　行　率
37.5 ％
32.9 ％
29.0 ％
39.5 ％
34.1 ％

区 分
地 方 債
一 時 借 入 金
合 計

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

543,976

63,000

56,000

15,000

1,731,531

18,186

19,498

362,068

307,894

434,001

132,410

72,580

577,940

27,531

333,981

17,430

33,022

2,262

1,370,281

8,278

12,974

65,254

15,078

0

132,411

10,250

0

5,462

37,685

207,326

204,868

227,586

50,156

55,232

122,162

81,116

242,145

147,273

5,048

71,650

512,036

687,391

497,319

205,215

101,132

598,420

173,348

1,095,417

288,195

131,492

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他
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平成 26 年度の財政事情

村 の 様 子

平成26年9月30日現在

人　口　4,847人
(男：2,347人　女2,500人 )
世帯数　1,669世帯
面　積　392.01㎢

の財政事情
歳　入

予算額
43億 6161万 5千円
収入済額
20億 0668万 3千円
執行率 (46.0％)

その他の予算現額（利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所
得割交付金・ゴルフ場利用税交付金・地方特例交付金・交通安全
対策特別交付金・財産収入・寄附金）

単位：千円

予算現額
収入済額
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村 税

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

そ の 他

11 億 10億　9億　8億　7億　6億　5億　4億　3億　2億　1億　　0 0　　2 億　　4 億　　6 億　　8 億　10 億　12 億　14 億　16 億　18 億
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片品村名誉村民贈呈式　
　11月13日（木）役場２階農林研修室において、𠮷川廣和さんへの、片品村名誉村民推挙状贈呈式が行われました。
　尾瀬の環境保全や地域活性化に貢献されており、議会の同意を得て名誉村民に推挙となりました。
　𠮷川廣和さんは、ＤＯＷＡホールディングス㈱の社長として、会社改革を行い経常利益を 10 倍にする実績を残し
ました。
　さらに、尾瀬国立公園の管理官庁である環境省の中央環境審議会委員や内閣府の参与など国の重要な委員を歴任さ
れました。
　片品村の農産物を高く評価しており、グループ会社のホテルで尾瀬ブランドとしてメニューに起用し、各界の著名
人に尾瀬ブランドの魅力を伝えて頂きました。
　また、村内の講演会や勉強会等にて、ご自身の経験を活かした貴重なお話しなどをして頂いています。

ごあいさつ

名誉村民第２号に𠮷川廣和氏推挙 !!

　“かたしな村”の皆さん、こんにちは。このたびは、はからずも名誉村民として表彰していただきました。４年程
前から、村長のご要請を受けて、村発展のお手伝いをしてきましたが、表彰に値する程の成果を出せたとは思えません。
むしろ「今後村の発展のために、更に力を尽くしてほしい」との、皆さんのお気持の表れと受けとっております。
　幸いにも、この間村民の多くの方とお知り合いになることができ、村の厳しい実状も把握することができました。
総合的かつ具体的再生策をつくるためには、村の人口予測や財政予測が必要ですが、今そのデータが手元にありませ
んのでとりあえず私の現状認識に基づいて、いくつかの点に述べて挨拶に代えさせていただきます。

１．村は、人口減・高齢化が急速に進みます。１０年後には人口３，５００人以下（現状から１，０００人以上減）、
総務省の調査では２４年後（２０４０年）には２，２００程度（現状の半分）になります。こうなると、生産者・労
働人口が減り、産業は停滞して歳入は激減し、一方高齢者福祉負担は激増して村の財政は破綻します。夕張市と同じ
です。

２．対策はあるのでしょうか？
人口減・高齢化は日本全体の問題で防ぐことはできません。村の弱点はそのスピードが特に速いということです。
従って、
⑴先ず、小さい村で生きていくことを考えることです。ただ嘆いたり、大きくしようと願っても無駄なことです。
⑵10 年後に 3,000～ 3,500 人で村が生きられる道を考えてみましょう。そのためには「今すぐ何ができるのか」
　を考えて実行するかが先決です。企業誘致、若者の呼び込み、日光へのトンネル等の大きなプロジェクトを進めて
　いくことは大事ですが、長い時間を要してすぐに効果は出せないし、日本中の自治体が考えてることなので、実現
　は安易ではありません。
⑶村の資源を「掘り起して、見直して、活用」を考えましょう。幸いにも村には「豊かで手つかずの自然」「美しい水、河」
　「高原野菜、山菜」「関東随一の雪」「温泉」「優しい村民の心」、そして何よりも「尾瀬」があり「日光」や「白根山、武尊山」
　があります。他の自治体から見れば羨ましい限りの資源ですが、残念ながら活用できていません。宝の持ち腐れです。

⑷思いつきですが活用等はいくらでも浮かんできます。
〇尾瀬まで行かなくても尾瀬を楽しめる「ミニ尾瀬村」づくり。高齢者や子供達が尾瀬と同様の水芭蕉、紅葉・散策
　を楽しめる、観光スポット整備。
〇高原野菜の村、高齢者が無理なくつくれる範囲で生産して、それを集約して販売（村の交通の要所に中規模の金を
　かけない素朴な直売所、都会へ産地直送、一流旅館やホテルとの契約栽培、高崎や前橋のデパートにかたしな高原
　野菜コーナー設置、等々。）
〇雪中保存野菜や山菜（品不足の冬に甘さを増した野菜を出荷。倉賀野駅にはＪＲの廃貨車が沢山あり、運搬費込み
　で15万円。この活用例が高崎のウドや黄ニラにある。他の地域では冷蔵コストをかけている。）
〇夏場のスキー場や小川の活用（子供達や遊びの場）
〇遊休農地を活用した寒冷地に適した漢方薬づくり（製薬会社との契約栽培）
〇現在注目されている「大白大豆・豆腐」や「花まめパン」をもっと規模を大きくして県内、都市で販売（村の支援
　が不可欠。村民の雇用に役立つ）
　村民の皆さんの知恵を集めれば、もっと沢山のアイデアが生まれてくると思います。例記にしたものは、多額の資
金は不要で、高齢者でもそれなりに働くことができ、健康増進ともなり医療費も減らせます。多少の収入や生きがい
も得られます。

３．これらの具体策が村長や議会の強い指導力の下に進められることを期待します。成功のために必要な絶対的条件
があります。
⑴村が大きな目標「村の再生」に向かって一体となることです。過去や現状のしがらみを乗り越えて、行動すること
　です。民主主義の社会では意思の違いは当然のこと、むしろ健全です。しかし、「大目標の為には小さな違いは捨
　てる広い心」がリーダー達には不可欠です。
⑵現役世代（ここでは５０歳代以下）が立ちあがり行動することです。特に若者の力が大切です。私達高齢者は一歩
　下がって彼等の支援に全力を尽くす役割にまわりましょう。「俺が俺が」は老害ですね。
⑶単なる批判者や評論家になるのはやめましょう。新しい仕事には必ず問題点があり、それを克服するからこそ価値
　が生まれ、競争力となります。行動しなければ何もわかりません。行動しながら反省修正し、また行動することが
　成功への道です。１０のテーマで半分が成功すれば村には５つの新しい道が生まれたことになります。だから失敗
　を恐れてはいけません。
⑷村民全体が一体となれる運動を起しましょう。「村名改正」や「村民全体の直売所運営」などは、良いアイデアです。
　先日「尾瀬かたしな」というパンフレットを見ましたが、そのまま村名にできる素晴らしい名前です。「片品」で
　は県内でも浸透できず関東では極一部の人しかわかりません。新しい村名で観光や産業の運動を起せます。私は 7
　年前に120年以上続いた社名「同和鉱業」を「ＤＯＷＡ」に変更しました。いまや「同和」は死語になっています。
　何も怖れることはありません。長野県佐久郡に川上村という寒村があります。5,000 人の貧村が今や１戸当り年
　収2,500万円で、人口も増加傾向にあります。やればできるのです。

　村のお手伝いは、72 歳の私にとっては人生最後の仕事となるでしょう。取り組むからには絶対成功させねばなり
ません。村民の皆さんと笑顔で酒を酌み交せる日を楽しみにしています。

▼職歴
昭和41年　４月　同和鉱業株式会社　入社
平成14年　４月　代表取締役社長・ＣＯＯ
平成15年　４月　代表取締役社長・ＣＥＯ
平成18年１０月　DOWAホールディングス株式会社 
　　　　　　　　　代表取締役社長・ＣＥＯ
平成22年　４月　代表取締役会長
平成23年　６月　相談役
現在　　　　　　　DOWAホールディングス株式会社 　名誉相談役
　　　　　　　　　コニカミノルタ株式会社　社外取締役
　　　　　　　　　公立大学法人高崎経済大学　理事　他
－外部役員暦－
平成16年　６月（社）日本経済団体連合会常任理事
平成19年　４月（社）日本経済団体連合会
　　　　　　　　　環境安全委員会廃棄物・ﾘｻｲｸﾙ部会長
平成19年　４月　環境省　中央環境審議会　委員
平成21年１２月　内閣府　参与
平成22年　３月　内閣府　行政刷新会議　議員

𠮷川廣和（よしかわひろかず）
昭和 17年 10 月 25 日生まれ
高崎市（旧箕郷町）出身
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駅伝部　成績野球部　成績

片品中学校【野球部・駅伝部】県下で大躍進 !!

平成２６年度利根郡・沼田市中学校駅伝競走大会
会場：白沢町農民広場及び周辺コース（スタート、中継、ゴールは農民広場内）
期日：平成２６年１０月８日（水）
男子Aチーム（総合１位）５４分４６秒（コース新）
１区　千明龍之佑（３年）９分０５秒　区間賞（区間新記録）
２区　戸丸　純也（２年）８分４９秒　区間賞（区間新記録）
３区　大竹　　澪（２年）９分０７秒　区間賞
４区　大竹　悠介（３年）９分１９秒　区間賞
５区　倉田　元哉（２年）９分２４秒　区間賞
６区　星野　誉貴（２年）９分０２秒　区間賞
男子Bチーム（総合９位）
１区　星野　塁飛（２年）
２区　星野　脩人（２年）　
３区　桑原　潤也（２年）
４区　林　　広大（２年）
５区　鏑木　　光（１年）
６区　萩原　　翔（３年）
※1区3ｋｍ
　2～6区2.78ｋｍ

千明龍之佑（３年）
戸丸　純也（２年）
大竹　　澪（２年）
大竹　悠介（３年）
倉田　元哉（２年）
星野　誉貴（２年）

【 駅 伝 部 】

女子Aチーム（総合１０位）
１区　萩原　　想（３年）　
２区　大竹　珠李（１年）
３区　萩原　愛菜（２年）
４区　吉野実穂佳（３年）
５区　星野　陽奈（１年）
※1 区 3ｋｍ2～4 区 1.93ｋｍ
　5区2.78km

第49回群馬県中学校総合体育大会　第64回群馬県中学校駅伝競走大会
会場：渋川市総合公園陸上競技場
期日：平成２６年１１月８日（土）
片品中学校（総合１２位）５６分４０秒
１区　千明龍之佑（３年）　９分１７秒　区間賞
２区　戸丸　純也（２年）　９分０６秒　
３区　大竹　　澪（２年）　９分２５秒　
４区　大竹　悠介（３年）　９分３８秒　
５区　倉田　元哉（２年）　９分５６秒　
６区　星野　誉貴（２年）　９分１８秒　
※１区２．９５ｋｍ、２～６区２．７５ｋｍ

内田　悠太（２年）
林　　広大（２年）
星野　隼希（２年）
萩原　魁星（２年）
星野　塁飛（２年）
倉田　元哉（２年）
星野　誉貴（２年）
中澤　智一（２年）
桑原　潤也（２年）
狩野　伯畝（１年）

【 野 球 部 】

利根郡中学校新人軟式野球大会
会場：昭和総合グランド
期日：平成26年9月27日（土）
１回戦　片品中４－０新治中　準決勝進出

会場：月夜野総合グランド
期日：平成26年9月28日（日）
準決勝　片品中２－０昭和中　決勝進出
決勝　　片品中２－０水上中　県大会進出

第３７回群馬県中学校新人軟式野球大会
会場：前橋市宮城総合運動場多目的広場
期日：平成26年10月 18日（土）
１回戦　片品中７－３箱田中（前橋）
　　　　　　　　　　　　　　２回戦進出
２回戦　片品中４－０並榎中（高崎）
　　　　　　　　　　　　　ベスト８進出
期日：平成26年10月 19日（日）
準々決勝　片品中３－１群馬中央中（高崎）
　　　　　　　　　　　　　ベスト４進出

会場：藤岡市民球場
期日：平成26年10月 25日（土）
準決勝　片品中４－３館林二中（館林）
　　　　　　　　　　　　　　　決勝進出
決　勝　片品中０－１×殖蓮中（伊勢崎）

準優勝 !!

県大会 1区区間賞の千明龍之佑くん
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文化の秋　第４８回片品村総合産業文化展盛大に開催 !!
　１１月１３日（木）役場２階農林研修室において、４年に一度、村政の発展並びに村民の福祉の向上に寄与した個人・
企業等に対して行われる片品村功労者表彰式が多くのご来賓の出席のなかで開催されました。
　今回も表彰基準に基づき各関係機関から候補者等を推薦いただき、審査委員会で決定した５３名と２社、４団体に
千明村長から表彰状と記念品が授与されました。
　受賞された皆様おめでとうございました。受賞者等は以下のとおりです。

▼自治功労
星　　長命　東小川
星野　育雄　摺渕
入澤与志男　越本
三浦　忠志　幡谷
萩原　良秋　戸倉
奥村　嘉道　鎌田
星野　辰也　須賀川
Ｐ＆Ｃ尾瀬　戸倉
嵯峨　洋子　花咲

▼民生功労
三浦みつ子　幡谷
千明すみ子　針山
星野　松江　土出
萩原あい子　土出
萩原　春美　戸倉
永井　榮子　鎌田
林　　年子　鎌田
星野　主夫　土出
須藤　賞作　鎌田
井上　弘巳　幡谷

平成26年度片品村功労者表彰式

受賞者名

受賞されたみなさん大変おめでとうございました

冨沢　　健　鎌田
星野　康一　鎌田

▼産業功労
小山　隆之　花咲
宮田　　透　花咲
萩原　和好　戸倉
宮田　　勝　東小川
高橋　忠義　摺渕
須藤　賞作　鎌田
星野　健一　須賀川
木内　禧昌　鎌田
金子　新一　築地
戸丸　長太　菅沼
星野　一男　摺渕　　
星野　充雄　花咲
星野　吉衛　花咲
星野　　司　菅沼
千明　　和　下平
千明　伊作　下平
星野　朝助　下平
星野　住一　下平
生活研究グループ太田つくし会
下平生活研究グループ

摺渕生活研究グループ
菅沼生活研究グループ

▼教育功労
井上　隆至　幡谷
宮田　　勝　東小川
金子長十郎　築地
千明　道太　東小川
飯塚　睦夫　摺渕
星野　　学　土出
入澤真由美　鎌田
入澤正次郎　越本
星野たみ江　御座入
大竹　惠子　鎌田
高橋なつ子　御座入

▼善行功労
相沢　　稔　伊勢崎市
星野　安枝　東小川
小野正三郎　鎌田
星野　徳夫　神奈川県川崎市

▼建設・建築功労
星野　辰衛　東小川

※敬称略

　１１月２日（日）・３日（祝）の２日間、役場において第４８回片品村総合産業文化展が開催されました。
　今回は、一般の部（９部門）３５２点、村内小中学校・保育所・尾瀬高校等５３０点、計８８２点の出品がありました。
　また、関連行事として11月２日には、第３１回芸能発表会が開催され、３日の午前中には中央公民館で将棋大会、
午後には片品村文化センターにて文化展の表彰式が行われ、各部の代表者に賞状が授与されました。入賞された皆様、
おめでとうございました。
　最後に、１日の搬入審査から４日の搬出片付けとご協力いただいた役員関係者の皆さんに心から感謝申し上げます。

    （教育委員会）

美術の部
写真の部
文芸の部
菊花の部
民芸の部

村長賞
入澤かおる
大竹　雅子
戸丸　好夫
星野　　茂
萩原　康吉

議長賞
神崎　成紀
芝崎　武夫
松井亜作枝
星野　雅子
星野　京一

教育長賞
小林　　甲
萩原　映子
萩原キヨ子
林　　誠一
星野　竹辰

文化協会長賞
星野　龍二
梅澤美和夫
寺岡　貞子
須藤　賞作
山崎　八郎

金賞
草地ゆりゑ
大竹　　明
星野志ず子
小野正三郎
中坪喜次郎

村長賞
千明　光男「五葉松」

議長賞
小林　義雄「山つつじ」

教育長賞
星野　　茂「富有柿」

農協長賞
林　　誠一「ローヤ柿」

優　　等
１　　等

星野　時夫「陽　光」
星野　浩章「ふ　じ」

星野　　司「新世界」
星野　ゆう「陽　光」 星野　時夫「陽　光」 星野　浩章「新世界」

優　　等
１　　等

須藤　賢一「ナ　ラ」
須藤　貞治「ナ　ラ」

優　　等
１　　等

優　　等
１　　等

宮田　良宏「まいたけ」
星野　宗一「ぶなしめじ」 千明　　勝「ジャンボひらたけ」 高山　勝彦「まいたけ」

吉野クニ子「花豆」
三浦みつ子「大豆（大白）」

千明サト子「大豆（大白）」
林　　元子「大豆（大白）」 大竹　雅子「花豆」 星野千代子「小豆」

一般の部
小学生の部

優　勝 
冨澤　健　（鎌　田）
星野功之介（片小4年）

準優勝 
星野　林平（鎌　田）
小崎　愛理（片小5年）

第３位 
桑原　和一（幡　谷）
星野　圭亮（片小5年）

第３１回村民将棋大会

豆の部

きのこの部

木炭の部

りんごの部

盆栽の部
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第
15
回
か
か
し
祭
り
開
催

　

10
月
１
日
〜
11
月
９
日
ま
で
の

間
、花
の
駅
広
場
に
お
い
て
、毎
年

恒
例
の
か
か
し
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
話
題
と
な
っ
た
人
気
ア
ニ

メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
携
帯
電
話
の

ア
プ
リ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
題
材
に

し
た
も
の
を
は
じ
め
、
村
内
外
か

ら
29
体
の
手
作
り
の
か
か
し
が
出

品
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

各
賞
を
決
定
す
る
審
査
は
、
来

場
さ
れ
た
一
般
の
皆
様
に
よ
る
人

気
投
票
の
１
３
２
６
票
に
、
審
査

員
に
よ
る
審
査
票
を
加
算
し
、
そ

の
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
く
り
は
ら
さ
ん
の
「
１

０
０
歳
１
０
０
歳
」に
、準
グ
ラ
ン

プ
リ
に
は
片
品
保
育
園
さ
ん
の

「
２
０
１
５
ぐ
ん
ま
冬
国
体　

オ

ラ
フ
も
応
援
!!
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。　

　

出
品
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

そ
し
て
来
場
さ
れ
て
人
気
投
票
に

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
主
な
受
賞
作
品(

敬
称
略)

グ
ラ
ン
プ
リ

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

福
祉
バ
ザ
ー
開
催

第
35
回
消
費
生
活
展
開
催

　

11
月
17
日（
月
）役
場
２
階
に
お

い
て
福
祉
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

村
民
の
皆
様
に
寄
付
し
て
い
た
だ

い
た
多
く
の
品
物
を
各
コ
ー
ナ
ー

別
に
仕
分
け
即
売
を
し
ま
し
た　

　

当
日
は
大
勢
の
皆
様
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金
は
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
・
老
人

ホ
ー
ム
訪
問
・
敬
老
会
の
記
念
品

な
ど
、
婦
人
会
活
動
に
有
意
義
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

バザー会場の様子消費生活展会場の様子 セミナー会場の様子

尾
瀬
高
校
・
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
へ

１
０
０
万
円
贈
呈

　

11
月
11
日（
火
）役
場
２
階
会
議

室
に
お
い
て
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
製
紙
と
日
本
コ
カ
・
コ
ー

ラ
は
森
林
や
水
源
の
保
護
に
取
り

組
む
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
そ
の

一
環
で
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
が
尾

瀬
高
校
自
然
環
境
科
と
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
を
守
る
会
に
そ
れ
ぞ
れ
１
０

０
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
意
見
交
換
も
行
わ

れ
、
参
加
し
た
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を

守
る
会
の
千
明
好
次
さ
ん
は
『
尾

コカ・コーラを飲みながら意見交換会

日本コカ・コーラから目録が手渡される

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
く
り
は
ら(

利

根
町)

作　

「
１
０
０
歳
１
０
０
歳
」

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　

片
品
保
育
園(

鎌
田)

作

「
２
０
１
５
ぐ
ん
ま
冬
国
体

　
　
　
　

オ
ラ
フ
も
応
援
!!
」

特
別
賞

　

片
品
北
保
育
園(

土
出)

作

「
ジ
バ
ニ
ャ
ン
参
上
」

▼
団
体
の
部　

優
秀
賞

　

片
品
南
保
育
園(
花
咲)

作

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
広
げ
よ
う
片
品
村
」

▼
個
人
の
部　

優
秀
賞

　

織
間
サ
ク
子(

花
咲)

作

「
み
の
り
の
秋
」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
く
り
は
ら
作
品

「
１
０
０
歳
１
０
０
歳
」

　

11
月
か
ら
花
咲
の
湯
ス
ペ
シ
ャ

ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
・
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
イ
ン
祭
り
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
を
約
１
８
，
０
０
０
球

使
用
し
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン

を
幻
想
的
な
光
で
照
ら
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
か
ら
の
企
画
と
な
り
ま
す

が
、
今
後
も
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
期
間　

12
月
25
日
（
木
）
ま
で

▼
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

　

16
時
〜

【
12
月
企
画
】

　

12
月
19
日
ま
で
の
平
日
は
、
生

ビ
ー
ル
・
ピ
ザ
を
半
額
に
て
村
民

の
皆
さ
ま
に
ご
提
供
い
た
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

花
の
駅
片
品　

花
咲
の
湯

☎（
２
０
）
７
１
１
１

【
お
も
て
な
し
の
力
】
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

11
月
26
日
（
水
）
商
工
会
館
２

階
に
お
い
て
、
お
も
て
な
し
力
強

化
（
向
上
）
対
策
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、『
包
遊
』
代
表
の

五
味
栄
里
先
生
を
お
招
き
し
、
経

験
を
活
か
し
た
講
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

五
味
先
生
は
、
接
客
業
務
を
主

体
と
し
、
あ
わ
せ
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
村
内
の
観
光
・
商

業
関
係
者
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
に

来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
話
の
中
で
は
、
実
践
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
行
わ
れ
、
参
加
さ

れ
た
み
な
さ
ん
が
和
や
か
に
、
伝

わ
り
や
す
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
多
く
の
お
客
様
が
来
村
さ

れ
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
も
、『
お
・

も
・
て
・
な
・
し
』の
気
持
ち
を
持
っ

て
お
出
迎
え
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
会
）

瀬
高
校
生
の
若
い
力
を
借
り
て
活

動
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
』

と
語
り
ま
し
た
。

寄　

贈

　

一
、ベ
ン
チ　
　
　

６
台

　

川
場
村
の
㈱
関
工
務
所
（
清
和

会
会
長
・
鈴
木
忠
志
さ
ん
、
代
表

取
締
役
・
関
真
一
さ
ん
）か
ら
、
片

品
村
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
ベ
ン
チ
６
台
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

お
心
尽
く
し
に
感
謝
申
し
上

げ
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

善　

意

(

株)

関
工
務
所
か
ら
千
明
村
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
る

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
村
民
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
お
疲
れ
様
で
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

11
月
17
日（
月
）役
場
２
階
に
お

い
て
消
費
生
活
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
大
切
な
資
源　

有
効
利
用
で

健
康
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
体
と
環
境
に
優
し
い

商
品
の
販
売
や
農
産
加
工
コ
ン

ク
ー
ル
、
健
康
相
談
等
が
行
わ
れ
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

役
員
関
係
者
の
み
な
さ
ん
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）
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『
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
』
開
催

　

第
34
回
『
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
群
馬
県
大
会
』
利

根
沼
田
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
管
内
16
中
学
校
１
，
４
６

３
編
の
作
品
が
応
募
さ
れ
、
片
品

中
学
校 

３
年 

星
野
琴
音
『
あ
た

た
か
な
心
を
大
切
に
』
の
作
品
が

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
利
根
郡
町
村
会
長
賞

　
　
　
　
　

３
年　

星
野 

琴
音

　
『
あ
た
た
か
な
心
を
大
切
に
』

▼
優
秀
賞　

３
年　

桑
原 

満
奈

　
『
一
人
一
人
の
違
い
』

全
国
森
林
組
合
連
合
会
表
彰
受
賞

片
品
カ
レ
ッ
ジ
情
報

尾
瀬
交
通
規
制
に
伴
う
津
奈
木
の
案
内
係

募
集
に
つ
い
て

　

伝
統
文
化
体
験
教
室
と
し
て

「
小
正
月
の
飾
り
を
作
ろ
う
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
近
所
・
お
友
だ
ち

で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
27
年
１
月
10
日

(

土)

午
前
10
時
よ
り

▼
会
場　

花
の
駅
・
片
品
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル

制作作業の様子 蕨宿場まつりの片品村テント前

尾
瀬
太
鼓
響
か
せ
初
受
賞
!!

　

永
年
の
文
化
活
動
へ
の
ご
尽
力
や

ご
活
躍
に
よ
り
次
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

▼
文
化
功
労
賞　

８
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に
20
年
以

上
功
労
の
あ
っ
た
人
な
ど
）

　

星
野　

り
き（
書
道
）

　

星
野
志
ず
子（
書
道
）

　

戸
田　

敏
子（
書
道
）

　

戸
丸　

俊
一（
芸
能
）

　

入
澤　
　

潔（
芸
能
）

　

金
子
理
恵
子（
美
術
）

　

星
野
ふ
じ
ゑ（
美
術
）

　

倉
田
由
美
子（
美
術
）

▼
永
年
表
彰　

３
名

（
片
品
村
文
化
協
会
活
動
に
10
年
以

上
功
労
の
あ
っ
た
人
な
ど
）

　

千
明
ヒ
ロ
子（
美
術
）

　

藤
井
百
合
子（
芸
能
）

　

星
野
明
樹
子（
美
術
）

▼
優
秀
賞　

  

40
名

（
県
規
模
以
上
の
展
示
会
及
び
コ
ン

ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
人
）

　

戸
丸　

里
子（
芸
能
）

　

星
野　

光
子（
文
芸
）

　

吉
野　

道
子（
文
芸
）

　

笠
原
友
希
乃（
沼
女
高
１
年
）

　

星
野
優
莉
華（
尾
瀬
高
１
年
）

　

宮
田　

知
幸（
片
品
中
１
年
）

　

佐
藤　

千
紘（
片
品
中
１
年
）

　

星
野　

好
成（
片
品
南
小
６
年
）

　

吉
田　

結
里（
片
品
南
小
６
年
）

　

11
月
８
日
（
土
）
花
咲
の
湯
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
高
崎

経
済
大
学
生
を
中
心
と
し
た
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
、
今
年
の
夏
に
片
品

村
内
で
開
催
し
た
地
域
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
「
カ
タ
コ
ト
」
の
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
片
（
カ
タ
）
品
村
で
し
か
出

来
な
い
と
（
コ
ト
）」
か
ら
名
付

け
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の

伝
承
文
化
、
郷
土
食
、
産
業
な
ど

を
通
じ
て
村
民
と
学
生
の
交
流
の

場
を
作
り
、
片
品
村
の
魅
力
を
広

め
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
報
告
会

で
は
来
年
以
降
の
開
催
に
向
け
た

積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

11
月
13
日
（
木
）
東
京
・
砂
防

会
館
に
お
い
て
、
全
国
森
林
組
合

連
合
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

片
品
村
森
林
組
合
長
の
髙
山
國

利
さ
ん
が
、
永
年
に
わ
た
る
組
合

運
営
・
地
域
林
業
の
発
展
の
た
め
、

役
員
と
し
て
寄
与
さ
れ
た
功
績
が

讃
え
ら
れ
、
全
国
森
林
組
合
連
合

会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
収
穫
祭
の
実
行
委
員
長

等
、
様
々
な
役
員
を
さ
れ
て
い
る

首
都
圏
で
片
品
村
を
Ｐ
Ｒ

　

埼
玉
県
蕨
市
、
上
尾
市
で
開
催

さ
れ
た
「
蕨
宿
場
ま
つ
り
（
11
月

３
日
）」、「
あ
げ
お
産
業
祭
（
８

日
）」、「
上
尾
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ

ン
（
16
日
）」、
ま
た
、
茨
城
県
大

洗
町
あ
ん
こ
う
ま
つ
り
（
16
日
）」

で
特
産
品
販
売
や
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
片
品
村
の

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
か
ら
秋
に
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
片
品
村
の
特
産
物

を
販
売
し
、
大
勢
の
来
場
者
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

消
防
積
載
車
引
渡
式

　

片
品
村
尾
瀬
交
通
対
策
連
絡
協

議
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
戸
倉

〜
鳩
待
峠
間
の
交
通
規
制
実
施
に

伴
い
、
津
奈
木
の
案
内
係
を
募
集

し
ま
す
。

　

募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
年
齢

70
歳
未
満
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

が
、勤
務
時
間
が
長
い
た
め
、健
康

に
自
信
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

　

希
望
者
は
、「
申
込
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
１
月
末
日

　

11
月
24
日
（
月
）
甘
楽
町
文
化

会
館
で
第
11
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
コ

ン
ク
ー
ル
群
馬
県
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
は
次
世
代
を
担
う
ジ
ュ
ニ
ア
の

健
全
育
成
と
日
本
太
鼓
の
後
継
者

目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
太
鼓
大
会

で
す
。

　

今
回
の
大
会
で
、
尾
瀬
太
鼓
愛

好
会
が
上
毛
新
聞
社
賞
を
初
受
賞

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

２
年　

永
井 

和
月

　
『
身
近
な
恐
怖
』

　
　
　
　
　

１
年　

佐
藤 

瑞
希

　
『
い
じ
め
』

　

随
時
会
員
募
集
も
し
て
お
り
ま

す
の
で
興
味
が
あ
る
方
は
、
役
場

む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

上毛新聞社賞を初受賞し
た尾瀬太鼓愛好会 表彰を受ける星野琴音さん

「
カ
タ
コ
ト
」

花咲の湯で行われた報告会の様子

片
品
村
で
の
体
験
発
表
会

髙
山
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
に
ご

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

受賞された髙山國利さん

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

片
品
村
文
化
協
会
表
彰
受
賞
者

　

佐
藤　

大
和（
片
品
南
小
６
年
）

　

星　
　

彪
英（
片
品
南
小
６
年
）

　

佐
藤　

円
香（
片
品
南
小
６
年
）

　

星
野
友
紀
子（
片
品
南
小
６
年
）

　

星
野　

桃
子（
片
品
南
小
６
年
）

　

星
野　

優
大（
片
品
南
小
４
年
）

　

星
野　
　

和（
武
尊
根
小
２
年
）

　

三
浦　

彩
楓（
武
尊
根
小
３
年
）

　

桑
原　

歩
夢（
武
尊
根
小
３
年
）

　

星
野　

雄
聖（
武
尊
根
小
３
年
）

　

星
野　

華
穂（
武
尊
根
小
６
年
）

　

星
野　

鈴
佳（
武
尊
根
小
６
年
）

　

星
野　

結
女（
武
尊
根
小
６
年
）

　

佐
々
木
伶
恩（
武
尊
根
小
５
年
）

　

佐
々
木
紗
良（
片
品
中
１
年
）

　

星
野　
　

葵（
片
品
中
１
年
）

　

千
明
美
於
子（
片
品
小
３
年
）

　

入
澤　

拓
夢（
片
品
小
５
年
）

　

星
野　

喬
亮（
片
品
小
５
年
）

　

戸
丸　

皐
生（
片
品
小
５
年
）

　

倉
田　

和
果（
片
品
小
５
年
）

　

千
明　

璃
音（
片
品
小
３
年
）

　

小
池　

瑠
依（
片
品
小
５
年
）

　

池
田　

冴
絵（
片
品
小
３
年
）

　

小
崎　

愛
理（
片
品
小
５
年
）

　

狩
野　

智
羽（
片
品
小
３
年
）

　

星
野　

美
月（
片
品
小
５
年
）

　

林　
　

朱
里（
片
品
小
５
年
）

　

入
澤　

太
台（
片
品
中
１
年
）

　

星
野　

有
冴（
片
品
小
２
年
）

　

吉
野　

実
和（
片
品
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

11
月
25
日（
火
）文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
２
分
団
へ
消
防
積

載
車
の
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
天
候
不
良
の
た
め
、

屋
内
で
行
わ
れ
、
千
明
村
長
か
ら

小
林
団
長
へ
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
安
心
安
全
の
た

め
、
計
画
的
に
更
新
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
ス
ト
ー
ブ
等
「
火
」
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

（
第
２
分
団
）

第 2分団に配備された積載車

▼
対
象
（
村
内
外
の
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
み　

必
要
あ
り
ま
せ
ん　

（
直
接
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課

☎（
５
８
）２
１
１
２
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第
７
回
尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大

会
表
彰
式
が
11
月
３
日
︵
月
︶
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

　

応
募
数
は
一
般
の
部
４
２
４

句
、小
学
生
の
部
６
，０
２
９
句
、

中
学
生
の
部
５
，６
９
１
句
が
寄

せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
入
選
︵
総

数
１
５
９
句
︶
さ
れ
た
受
賞
者
と

選
者
の
皆
さ
ん
に
出
席
い
た
だ

き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
片
品
村

振
興
公
社
の
協
力
で
﹁
片
品
の
味

コ
ー
ナ
ー
﹂
を
設
け
、
片
品
の
野

菜
や
果
物
、
水
芭
蕉
焼
き
等
を
販

教育・生涯学習
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
六
年
十
一
月
俳
句
会

教育委員会　1 月の諸行事

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊日曜、祝日　　はお休みです

図 書 室 カレンダー 1 月

　今年で７回目となった尾瀬文学賞俳句大会。
　11,000 句あまりの小・中学生の選者である著者が今春、上
梓した句集。
　授賞式には、成人に混じり県外から家族で出席した子たちも
いた。

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

☆生涯学習・社会体育関係
・片品カレッジ
　「小正月の飾りを作ろう」
・第 67 回片品村成人式

☆学校関係
・第 3 学期始業式
・小学校冬季交歓会
・お弁当の日

◇片小 
・ＰＴＡ役員会議
・校内書き初め大会
・低学年スキー教室
　｢一日の計は朝にあり、一年の計は元旦にあり。」
新年を迎える今、子どもたちが新たな目標と決意
をもって学校生活をスタートできることを願って
います。

◇南小
・校内書き初め大会
・校内スキー教室
・校内かるた大会
　校内書き初め大会に向け、外部講師の方の指導
を受け練習してきました。児童の作品は２３日ま
で校内に展示します。ぜひ、ご覧下さい。
　今年もスキー教室を交歓会と合同で実施しま
す。全校で明神小の皆様と交流していきます。
　かるた大会では、３０年先輩から受け継がれて
いる花咲かるたで行います。単なる競技でなく、
地域を学ぶ活動にもなっています。

◇武尊根小
・校内書き初め大会
・スキー教室
・校内かるた大会
　冬季交歓会を迎えます。スキー教室やアルペン
記録会を含めた冬の片品の魅力いっぱいの交流会
にしたいと思います。みなさまのご協力を宜しく
お願い致します。

◇片中
・地域ふれあい書き初め大会
・県中体連総体スキー大会
                   
・PTA 合同役員会③
・校内ディスタンス大会
　スキー部は１２日からの県総体で上位入賞を目
指し、日々練習に取り組んでいます。応援よろし
くお願いします。

尾
瀬
文
学
賞
俳
句
大
会
開
催

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙

新
刊
の
頁
の
匂
ひ
霜
の
夜

山
望
み
背
に
陽
を
受
け
豆
を
刈
る

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

優
勝
馬
育
て
し
牧
や
秋
の
風

牧
の
門
白
樺
黄
葉
馬
場
密

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

尉
鶲
ら
し
き
影
飛
ぶ
竹
の
春

く
れ
な
い
の
ば
ら
凛
と
し
て
秋
深
む

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

そ
れ
ぞ
れ
の
華
も
見
事
に
文
化
展

尾
瀬
謳
う
佳
章
の
俳
句
紅
葉
晴

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

国
会
に
摘
ま
れ
る
花
や
秋
深
か
し

菅
沼
の
黄
葉
逆
さ
に
岳
樺

　
　
　
　
　

桜
花
苑　

寺
岡　

貞
子

山
裾
の
真
紅
の
も
み
じ
湖
に
あ
づ
け

み
ど
り
子
の
お
手
々
可
愛
い
も
み
じ

し
て

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

時
鳥
草
色
鮮
や
か
な
秋
の
雨

ひ
よ
鳥
や
朱
色
が
す
き
と
群
れ
を
曵

く
　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

茸
狩
り
こ
ろ
ん
だ
手
も
と
で
今
に
ち

わ夜
の
雷
遠
く
の
遠
く
で
大
音
響

著　清水　和代

句集　風の律

10 日（土）
11 日（日）

8 日（木）
21 日（水）～ 23 日（金）

21 日（水）

 
8 日（木）

16 日（金）
29 日（木）

9 日（金）
22 日（木）
30 日（金）

8 日（木）
22 日（木）
30 日（金）

9 日（金）

                    12 日（月）～ 14 日（水）
15 日（木）
22 日（木）

売
し
、
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
特　

選

小
学
生
の
部

　

前
橋
市  

鈴
木　

萌
花

　
﹃
木
道
を
歩
け
ば
広
が
る

　
　
　
　
　
　

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
﹄

中
学
生
の
部

　

太
田
市  

本
多　

晃
基

　
﹃
時
鳥
い
づ
こ
で
鳴
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

燧
見
る
﹄

一
般
の
部  

　

安
中
市  

須
藤
恵
美
子

　
﹃
尾
瀬
沼
へ
見
回
り
繁
き

　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
や
ん
ま
﹄

　

そ
の
他
に
も
各
賞
の
受
賞
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
賞　

各
部
門　
　

12
名

優
秀
賞　

小
中
学
生　

20
名

一　

般　
　
　
　
　
　

10
名

入　

選　

小
中
学
生　

30
名　

一　

般　
　
　
　
　
　

10
名　

　

詳
し
く
は
、
片
品
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

表彰式の様子（中学生の部）

特選に選ばれたみなさん

自分の俳句を見つけて記念写真や特産品販売で賑やかな玄関ホール

掬ひても零しても音新小豆
すく こぼ おとしんあずき

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

来
年
も
頑
張
っ
て
や
る
秋
耕
す

落
葉
掃
き
ほ
ど
ほ
ど
茗
荷
に
敷
に
け

り
　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

初
雪
の
日
光
白
根
真
向
ひ
に

通
院
や
ピ
ラ
カ
ン
サ
ス
の
垣
根
抜
け

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

大
蜂
の
骸
葬
む
る
霜
の
朝

晴
耕
の
夕
餉
半
合
ぬ
く
め
酒

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

肩
山
に
落
ち
る
夕
日
や
火
の
恋
し

温
泉
煙
り
の
裏
山
紅
葉
つ
つ
み
け
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
見
よ
と
出
先
の
子

の
電
話

紅
葉
降
る
飛
沫
虹
な
す
龍
頭
滝

上
毛
ジ
ュ
ニ
ア
俳
壇

　
　

武
尊
根
小
六
年　

星
野　

結
女

桜
散
り
校
庭
少
し
静
か
だ
な

　
　

武
尊
根
小
三
年　

星
野　

雄
聖

さ
く
ら
が
ね
ぜ
ん
ぶ
ち
っ
て
か
ら
っ

ぽ
だ

　
　

武
尊
根
小
三
年　

桑
原　

歩
夢

山
の
下
き
り
が
も
く
も
く
上
が
っ
て

る

Merry Christmas
Hello everyone! How are you doing?
It has gotten quite cold, hasnʼ t it?
 Iʼ m very happy to see snow in Katashina. No matter 
how many times I see the snow, I am always surprised 
at how beautiful it is. Winter can be depressing, 
because the sun doesnʼ t shine for a long time. 
However, when the sun is out, we can enjoy truly 
beautiful scenes of nature. The New Year will come 
soon. Have I been a good person throughout the past 
year? In America, many people say that if you were a 
bad person, Santa will not give you a present, but give 
you coal! I love giving and receiving presents during 
Christmas. Exchanging gifts helps strengthen our 
relationships with each other. Have a wonderful 
December!

　皆さん、こんにちは！お元気ですか。
大分寒くなりましたね。片品に雪が降ってきて、とても嬉し
いです。雪は何回見ても、「本当にきれいだ」と思います。ただ、
冬は短い時間しか日が差さないので、僕の気分は時々沈みま
す。でも、太陽が輝いているときには、美しい自然が楽しめ
ます。新年が近づいていますね。この一年間に、僕はいい人だっ
たかな。アメリカでは、もしあなたが悪い人だったら、プレ
ゼントではなくて、サンタさんから石炭をもらいます。僕は
プレゼントをあげたり、もらったりすることが大好きです。
プレゼントを交換すると、温かい人間関係が築けますね。楽
しい１２月を！

ALT Jorell Buhay通信

メリークリスマス
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　尾瀬ほたか高原スポーツパーク・クロスカントリー
コース（武尊牧場スキー場内）の競技本部棟北側に圧雪
車車庫・倉庫が完成しました。
　この建物は、コースづくりに使用する圧雪車やスノー
モービルを格納する車庫、コースネット・ポールなどの
備品を収納する倉庫として利用します。また、国体競技
期間中は建物内に仮設トイレ（16棟）を設置する予定
になっています。

クロスカントリーコース圧雪車車庫・倉庫完成

手書きでのぼり旗を作成

完成した圧雪車の車庫・倉庫

　福祉医療制度は、子ども、重度心身障害者、母子（父子）家庭等の一定要件を満たした方が、医療機関で保険診
療を受けた場合に、医療費の自己負担分を県と市町村が助成する制度です。

　平成27年1月から、70歳未満の方の高額療養費の自己負担限度額が下記のように変更になります。
　これにより、今までよりも所得要件が細分化され、みなさんの所得に応じて柔軟な医療費の負担軽減が行わ
れるようになります。
　なお、70歳以上の方の自己負担限度額に変更はありあせん。

　片品シャンツェ（ホワイトワールド尾瀬岩鞍隣接）の
アプローチ（助走路）に、木枠のレールを設置する工事を
進めていましたが、この度完成しました。
　この木枠レールは、気温上昇によりアプローチ部分の
溝が崩れないようにするためのものです。国内でこのよ
うなレールを設置しているジャンプ台は数少なく、来
年、片品シャンツェで行われる冬季国体ジャンプ競技で
の効果が発揮されます。

片品シャンツェアプローチ木枠レール完成！

　平成26年11月 7日（金）・8日（土）に、第70回
国民体育大会冬季大会スキー競技会第 1 回組織委員会
が行われました。
　7日（金）はホワイトワールド尾瀬岩鞍内尾瀬岩鞍リ
ゾートホテルにおいて、冬季国体に向けての現状報告や
今後についての協議を行い、その後予備抽選会を行いま
した。
　また、8日（土）にはジャイアントスラローム競技会
場・ジャンプ競技会場である「ホワイトワールド尾瀬岩
鞍」、クロスカントリー競技会場である「武尊牧場スキー
場」、記録本部・プレスセンターが設置される「旧片品小
学校体育館」、開始式・表彰式会場である「片品村文化セ
ンター」をそれぞれ視察しました。

第１回組織委員会開催

　平成26年11月 10日（月）に片品村役場2階で村
内競技役員を対象に、12日（水）に前橋市ぐんまアリー
ナで県内競技役員を対象に、競技運営研修会が行われま
した。
　会議では、ジャイアントスラローム、ジャンプ、クロス
カントリーの各競技委員長他から、競技内容や業務の役
割等様々な説明を行いました。

競技運営研修会開催

完成した木枠のアプローチレール

組織委員会の様子

平成27年1月からの新たな所得区分および限度額

平成27年1月からの
所得要件

基礎控除後の所得
901万円超

基礎控除後の所得
600万円超～901万円以下

基礎控除後の所得
210万円超～600万円以下

基礎控除後の所得
210万円以下

住民税非
課税世帯

ア

イ

ウ

エ

オ 35,400円

自己負担限度額
（3回目まで）

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

57,600円

区分

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

自己負担限度額
（4回目以降）

この福祉医療制度はみなさんの税金でまかなわれています。
将来にわたりこの制度を維持していくためにも、制度の仕組みや目的などをご理解のうえ、次のことに心
がけていただき、受診されるようお願いします。

▼福祉医療制度に優先して医療費を助成する制度があります。

　一定の要件を満たす方は、福祉医療制度の他にも利用できる医療費助成制度があります。
　これらの制度を利用していただくことで、福祉医療制度の経費を節減することができます。
　福祉医療制度を安定的に運営していくために、福祉医療制度と他の医療費助成制度の併用にご理解とご
協力をお願いします。

【イメージ図】

保険給付（７割）

保険給付（７割） 他の医療費助成制度

福祉医療（３割）

福祉医療

【他の医療費助成制度の一例】
・自立支援医療（更生医療、育成医療、精神通院医療）
・特定疾患
・小児慢性特定疾患
・日本スポーツ振興センター災害共済給付　など
※これらの制度を利用するためには申請手続き（無料となる場合があります。）が必要となります。

おしらせ

17 広 報 か た し な        H26 .12

国保に加入の皆さまへお知らせ

競技運営研修会の様子

▼問い合せ先　保健福祉課国保係　　　☎（５８）２１１５

福祉医療制度を利用される方へのお願い

▼問い合わせ先　保健福祉課福祉医療係　　　　　☎（５８）２１１５
　　　　　　　　群馬県国保援護課福祉医療係　　☎０２７（２２６）２６７６
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おしらせ

19 広 報 か た し な        H26 .12

冬期間の除雪はルールを守って安全に除雪作業には皆さんの協力が必要です
冬季除雪作業の実施に際して、村からのお願いです！

除雪実施箇所は、指定された（国・県・村）道などの主要幹線道路（昨年度除雪実施道路）とし、片品村が管
理する道路以外は、それぞれの管理する群馬県などが除雪を行います。（私道等の除雪はいたしません。）
降雪量が 10 ㎝に達すると想定される場合に除雪作業を始めます。但し、10 ㎝程度以下の場合も危険と
認められるときは、作業を行います。

除雪に関する要望などは、各組長さんを通して申し出ていただきますようお願いします。

①除雪車が通った後、玄関先に雪が寄せられ、「車が出せない」、「何とかして・・」という声が聞かれます。
除雪作業は、通勤、通学の時に完了出来るように行っています。そのため玄関や車庫前などに寄せられて
残った雪を、再度速やかに処理することが機械除雪では大変困難ですので、お手数でも各家庭での取り除
き等にご協力して下さい。

②除雪作業は、朝の通勤・通学を確保することを第一の使命としているため、どうしても早朝から出勤し
なければ間に合いません。一方では除雪車のエンジン音や振動のため、「夜間、早朝に除雪されたら安眠妨
害だ」とのお叱りの声がありますが、忙しい朝の交通や歩行者の安全を考慮すれば、早朝の除雪作業になり
ます。

③除雪後の道路に、住宅や駐車場などから再び雪が押し出されているところを見かけます。大雪の後や休
日になると各家庭で行う雪片付けや屋根の雪下ろしで、雪が道路に捨てられることもあります。これらの
放置された雪や氷が原因による交通事故等の発生につながり、道路交通法違反等の処罰対象になる場合が
あります。

④除雪作業時に、最大の障害は路上駐車です。一台でも放置車両があると除雪車が入れず、引き返すなど除
雪が出来ないことがあります。一台の放置車両が付近一帯に迷惑を及ぼしますので、「路上駐車はしない・
させない。」

⑤子供達がそり、スキーなどに夢中になり、道路へ飛び出して交通事故を引き起こす原因になります。
子供達の雪遊びについては、大人が十分注意を払って下さい。

⑥村では、出来るだけ広く除雪したいと考えています。道路脇に庭石などがあり、除雪作業を行う際に除雪
車が誤って、衝突する危険性があります。出来る限り道路脇（除雪範囲）から離して置くようにして下さい。

⑦除雪作業中は、安全確認をして作業を行っていますが、車等で走行する際は、十分に注意をして通行して
ください。

　これから降雪の季節を迎えますが、樹木の枝
が民地から道路へ張り出したり、倒れたりし
て、通行の障害になるおそれのある箇所が見受
けられます。
　これが原因で、歩行者や自動車等に事故が発
生した場合には、法律により樹木の所有者等が
責任を問われることもあります。
　道路の事故防止、安全確保のために樹木の所
有者のみなさんは伐採や枝払い等を行うこと
により適切な管理をお願いします。 除雪車タイヤチェーンを装着をする隊員のみなさん

▼問い合わせ先　　農林建設課土木係　　　☎（５８）２１１３

道路上に張り出している樹木の伐採等のお願い

▼お願い事項

▼除雪作業実施範囲
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花咲の湯
１月１日（祝・木）
　お年賀プレゼント
　ご来館のお客様に粗品をプレゼント
　新春お茶会
　本格的な抹茶をお気軽にお楽しみいただけ
　ます。（参加無料です。）
１月２日（金）
　新春もちつき大会
　１回目：午後１時
　２回目：午後４時
　ついたお餅はその場で召し上がれます。甘
　酒の振る舞いもあります。
１月４日（日）午後６時
　新春書き初め会
１月１０日（土）午前１０時
　伝統文化体験教室「小正月飾り」
　片品に伝わる小正月飾りを作りましょう！

ほっこりの湯
１月１日（祝・木）
　お年賀プレゼント
　ご入浴のお客様に粗品をプレゼント

かたしなや
１月１日（祝・木）
　お年賀プレゼント
　ご購入のお客様に粗品をプレゼント
１月３日（土）
　新春笑いヨガ

振興公社（年末年始）イベント情報
花咲の湯
１２月２５日（木）まで
　クリスマスイルミネーション　午後４時～
１２月１日（月）～３０日（火）
　新春宝くじ番号券配布
　さまざまな賞品が当たる宝くじ番号券をご来館の際にお配
　りいたします。
　賞品の一例：「東京ディズニーリゾートペアチケット」や
　　　　　　　「花の駅年間入浴パスポート」など
　　　　　　　※当選番号は元日に発表します。
１２月１日（月）～１９日（金）の平日限定
　生ビール＆ピザ半額サービス
　人気のピザと生ビールを期間限定で半額にて提供いたしま
　す。（テイクアウトは通常料金です。）
１２月２１日（日）
　ピアノ発表会　午後４時～
１２月２２日（月）
　冬至ゆず湯

ほっこりの湯
１２月２４日（火）
　クリスマスプレゼント
　ご入浴のお客様にくじ引きで粗品をプレゼント

かたしなや
１２月１２日（金）正月飾り講習会
　　　２２日（月）冬至ゆずプレゼント
　　　２３日（祝・火）子どもお楽しみクリスマス会
　　　２４日（水）『チキンバスケット』限定販売 !!
　　　３０日（火）子ども年忘れトランプ大会

新春のイベント年末のイベント

平
成
26
年
度
『
冬
の
青
少
年
健
全

育
成
運
動
』

●
実
施
期
間　

平
成
26
年
12
月
15
日
〜

平
成
27
年
１
月
31
日

●
活
動
目
標　

　
『
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
』
県
民
運
動

を
推
進
し
、子
ど
も
た
ち
に
安
全
・

安
心
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

さ
せ
よ
う
。

お　

お
く
ら
な
い（
写
真
）

ぜ　

ぜ
っ
た
い
会
わ
な
い
！

の　

の
せ
な
い（
個
人
情
報
）

か　

か
き
こ
ま
な
い（
悪
口
）

み　

み
な
い（
有
害
サ
イ
ト
）

さ　

さ
が
さ
な
い（
出
会
い
）

ま　

ま
も
る（
ル
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

年
末
年
始
休
暇
を
連
続
休
暇
に
ス

イ
ッ
チ

　

年
末
年
始
は
年
次
有
給
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
時
季
で
す
。

　

年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

制
度
を
活
用
し
、
年
次
有
給
休
暇

と
週
休
日
等
を
組
み
合
わ
せ
て
、

年
末
年
始
に
お
け
る
連
続
休
暇
の

実
施
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

お 

し 

ら 

せ

　

こ
れ
ま
で
は
、
公
的
年
金
等
を

受
給
（
申
請
す
れ
ば
受
給
）
で
き

る
場
合
に
は
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
か
ら

公
的
年
金
等
の
額
が
児
童
扶
養

手
当
の
額
よ
り
も
低
い
場
合
は
、

そ
の
差
額
分
の
手
当
が
受
給
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※

公
的
年
金
等
と
は
、
遺
族
年

金
、障
害
年
金
、老
齢
年
金
、労
災

年
金
、遺
族
補
償
な
ど
の
こ
と
で

す
。

▼
今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に

手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

●
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る

祖
父
母
等
が
、
低
額
の
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合

●
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低

額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る
場
合

●
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺

族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て

い
る
場
合
な
ど

※

配
偶
者
が
障
害
年
金
を
受
給

中
で
、
平
成
26
年
12
月
１
日
以
降

も
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

制
度
の
導
入
方
法
の
お
尋
ね
は
、

働
き
方
・
休
み
方
改
善
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト（
無
料
）を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
０
２
７（
２
１
０
）５
０
０
３

農
業
系
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に
つ

い
て

　

先
日
村
外
に
お
住
ま
い
の
方
よ

り
「
片
品
村
の
山
林
に
農
作
物
の

枝
や
実
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
。」
と

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。非

常
に
残
念
な
事
案
で
す
。

　

農
業
系
廃
棄
物
の
処
理
は
農
業

者
が
責
任
を
持
っ
て
適
切
に
処
分

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
農
業
系
廃
棄
物
に
限
ら

ず
、
不
要
物
・
廃
棄
物
の
投
棄
は

違
法
と
な
り
、
厳
し
く
取
り
締
ま

り
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
こ
う
い
っ
た
事
案
が
な
く

な
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
建
設
課
環
境
衛
生
係

☎（
５
８
）２
１
１
４

児
童
扶
養
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
公
的
年
金

等
と
の
併
給
制
限
が
見
直
さ
れ
ま
す

い
る
方
も
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼
月
額
手
当
額

　

公
的
年
金
等
と
児
童
扶
養
手

当
額
と
の
差
額
と
な
り
ま
す
が
、

所
得
や
年
金
等
受
給
額
に
基
づ

き
算
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
及
び
手
当
の
支
給

●
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

手
続
き
し
た
場
合

○
平
成
26
年
12
月
１
日
に
お
い

て
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人…

平
成
26
年
12
月
分
か
ら

○
平
成
26
年
12
月
１
日
に
は
支

給
要
件
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
支
給

要
件
を
満
た
し
た
人…

要
件
に

該
当
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

※

平
成
27
年
３
月
31
日
を
過
ぎ

る
と
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
子
育
て
支
援
課

☎
０
２
７（
２
２
６
）２
６
２
４

保
健
福
祉
課

☎（
５
８
）２
１
１
５

　

平
成
28
年
４
月
１
日
に
片
品

小
学
校
と
片
品
南
小
学
校
及
び

武
尊
根
小
学
校
は
統
合
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
南
小
学
校
と
武
尊
根

小
学
校
で
は
記
念
誌
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
南
小
学
校
で
は
開
校
30
年
誌

発
行
以
降
の
卒
業
生
か
ら
の
寄

稿
文
を
募
集
し
ま
す
。具
体
的
に

は
昭
和
50
年
度
卒
業
生
か
ら
で

す
。思
い
出
の
文
を
是
非
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

●
武
尊
根
小
学
校
で
は
開
校
し

た
昭
和
40
年
度
以
降
の
卒
業
生

か
ら
の
寄
稿
文
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
締
め
切
り

　

平
成
26
年
11
月
末
日
で
し
た

が
、
平
成
27
年
１
月
末
日
ま
で
受

付
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
寄
稿
文
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
文
字
数

南
小
６
０
０
字
以
内

武
小
８
０
０
字
以
内

▼
問
い
合
わ
せ
先

片
品
南
小
学
校（
萩
原
・
菅
原
）

☎（
５
８
）３
５
２
１

片
品
南
小
学
校
・
武
尊
根

小
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成27・28年度入札参加資格審査申請
　村による建設工事の発注や物品の購入等については、原則
的に競争入札により行われます。この入札の参加者は、村に提
出される「入札参加資格審査申請書」の審査の結果、適格者と
して名簿に登載された方の中から指名されることになってい
ます。
　平成 27・28 年度において入札参加の指名を受けたい方
は、以下の事項に留意の上、「入札参加資格審査申請書」を提出
してください。
▼受付期間　平成27年2月2日 ( 月 ) ～ 2月 27日 ( 金 )
　　　　　　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　(土・日曜日、祝祭日は除きます。)
▼受付場所　片品村役場 総務課窓口
▼受付方法　持参にて
▼申請書類
１．様式
　国土交通省統一様式
２．添付書類
　①建設業許可証明書
　②経営事項審査結果通知書
　③工事経歴書
　④営業所一覧表
　⑤納税証明書

〔国税〕
　・法人：法人税、消費税、地方消費税の直前１年分
　・個人：所得税、消費税、地方消費税の直前１年分
〔市町村税〕
　・法人：法人市町村民税、固定資産税の直前１年分
　・個人：個人市町村民税、固定資産税の直前１年分
　⑥印鑑証明書
　⑦委任状
　⑧建設業退職金共済組合加入証明書
　※添付書類は、全て写しで可。
　※⑧については、加入者のみ添付のこと。
　※物品業者については、①、②、⑧は添付不要。
有効期限
　平成27年4月1日～平成29年3月31日
その他
　他の詳細については、片品村役場総務課へお問い合わせし
ていただくか、片品村ホームページにも申請要領を掲載して
いますので、ご参照ください。
（http://www.vill.katashina.gunma.jp/）
　なお、受付当日、希望工種のご記入がありますので、事前確
認をお願いいたします。

▼問い合わせ先　総務課　　　☎（５８）２１１１



22

おしらせ

広 報 か た し な        H26 .1223 広 報 か た し な        H26 .12

ミ
　
ニ
　
情
　
報

年
末
年
始
各
施
設
休
業
日

12
／
27
〜
１
／
４　
役
場

12
／
31
〜
１
／
４　
村
内
金
融
機
関

12
／
30
〜
１
／
４　
片
品
診
療
所

12
／
30
午
後
〜
１
／
４

　
　
　
　
　
　
　
　
星
野
医
院

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
情
報
（
予
定
）

　
尾
瀬
岩
鞍　
　
　
12
／
13
（
土
）

　
尾
瀬
戸
倉　
　
　
12
／
17
（
水
）

　
武
尊
牧
場　
　
　
12
／
20
（
土
）

　
オ
グ
ナ
ほ
た
か　
12
／
20
（
土
）

　
か
た
し
な
高
原　
12
／
20
（
土
）

　
丸
沼
高
原　
　
　
営
業
中

工
業
統
計
調
査

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています
みんなで
徹底しよう
三ない運動

受け
取らない !

これらのものも、
政治家の寄附禁止の
対象となります。

求め
ない !

贈ら
ない !

秘書等が代
理で出席す
る場合の葬
儀 の 香 典

葬儀の花輪

供 花

入 学 祝

卒 業 祝

お 歳 暮

お 年 賀
病 気 見 舞

落 成 式・
開店祝等の
花 輪

町内会の集会・
旅行等の催物
への寸志・飲
食 物 の 差 入

お祭りへの
寄 附・差 入

地域の運動
会・スポーツ
大会への飲食
物等の差入

秘書等が代
理で出席す
る場合の結
婚 祝

※なお、ヨウ素131については、半減期が約8日と短くまた
　検出もされませんでしたので表には載せてありません。    
※放射性測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予
　約の上ご利用ください。    

冬
の
感
染
症
に
ご
注
意
を
！

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
風
邪

な
ど
様
々
な
感
染
症
の
流
行
期

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
11

月
上
旬
か
ら
発
生
し
、
１
月
〜

２
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
春
先
に

終
息
し
ま
す
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
（
感
染
性
胃
腸
炎
）
も

11
月
〜
２
月
の
間
に
多
く
の
人

が
発
症
し
て
い
ま
す
。
日
々
の

予
防
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
元

気
に
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
！

①
手
洗
い

　
帰
宅
時
や
調
理
す
る
前
後
、

食
事
前
等
こ
ま
め
な
手
洗
い
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
も
効

果
的
で
す
。

②
流
行
前
の
予
防
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
、

も
し
発
症
し
た
と
し
て
も
重
症

化
を
防
ぐ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
免
疫
力
を
高
め
る

　
免
疫
力
が
弱
る
と
、
感
染
症

に
罹
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
十

分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
が
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。

④
湿
度
の
調
節

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
身
体
の

保 

健 

だ 

よ 

り
　

さん星野　空美
ほしの　　　  く　み

22 歳 （花咲）

３．片品をどう思いますか
四季を通して様々な思い出を作る
ことが出来る村だと思います。
片品の良さをたくさんの人に知っ
てもらいたいです。

１．何処へお勤めですか 
片品村振興公社㈱
旅行部
２．趣味は何ですか
旅行

４．村内のおすすめスポットは
菅沼（すげぬま）

７．村民の方へメッセージをお願いします
これからよろしくお願いします

５．好きな異性のタイプ
よく笑う人
　６．目標があれば教えてください
片品村を楽しむ！

Fresh
Young

平成４年２月 19 日生　　（父）光義　（母）ふじ子

▼
入
湯
税
と
は
？

　

入
湯
税
は
温
泉
利
用
者
に
課
せ

ら
れ
る
税
で
す
。
温
泉
施
設
を
営

む
者
が
利
用
者
か
ら
徴
収
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
税
義
務
者

は
温
泉
施
設
を
営
む
者
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
税
の
使
い
道

　

入
湯
税
は
﹁
目
的
税
﹂
と
い
っ

て
、
使
い
道
が
次
の
と
お
り
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

◎
消
防
施
設
等
の
整
備

◎
環
境
衛
生
施
設
の
整
備

　

年
金
を
受
け
取
る
権
利
は
死
亡

す
る
と
な
く
な
り
ま
す
。
年
金
受

給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
﹁
年
金

受
給
権
者
死
亡
届
﹂
を
年
金
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払
い
に
な

り
、
遺
族
の
方
か
ら
返
納
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の

分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受

年
金
だ
よ
り

入
　
湯
　
税

　

工
業
統
計
調
査
が
、
平
成
26
年
12

月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
統
計
調
査
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

使
わ
れ
る
ほ
か
、
学
校
の
教
材
な
ど

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
法
律
に

よ
り
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統
計
資
料

作
成
以
外
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ

ん
。

　

調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、
調

査
へ
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
︶

◎
観
光
施
設
の
整
備

◎
観
光
の
振
興　

◎
鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施
設

▼
平
成
25
年
度
の
状
況

◎
歳
入
総
額
５
６
９
万
７
千
円

全
て
を
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
等
の

制
作
費
に
充
当
致
し
ま
し
た
。

▼
入
湯
税
の
申
告
期
限
は
翌
月
の

15
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
温
泉
施
設
を
営
ん
で
い
る
方

は
忘
れ
ず
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課　

入
湯
税
係

☎︵
５
８
︶
２
１
１
６

け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
場

合
、
死
亡
当
時
に
受
給
者
と
生
計

を
と
も
に
し
て
い
た
一
定
の
範
囲

の
遺
族
の
方
は
未
支
給
年
金
を
請

求
で
き
ま
す
の
で
、
死
亡
届
と
一

緒
に
﹁
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付

請
求
書
﹂を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

渋
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
２
７
９
︵
２
２
︶
１
６
１
３

火の元に注意しましょう！火の元に注意しましょう！火の元に注意しましょう！
『もういいかい
　　火を消すまでは
　　　　　　まあだだよ』

火災が発生しやすい季節です。
ストーブなど、火の取扱や後始末に十分注意し、
火災予防を徹底しましょう。  　　　　　　（総務課）

学校及び保育所の給食についての
放射性物質測定結果のお知らせ

結果は下表のとおりで、今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

防
御
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
加

湿
器
等
を
活
用
し
、
湿
度
50
〜

60
％
を
保
つ
と
効
果
的
で
す
。

⑤
人
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
主
に
咳

や
く
し
ゃ
み
で
出
る
小
さ
な
水

滴
に
よ
る
飛
沫
感
染
で
す
。
そ

の
た
め
、普
段
か
ら
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
（
咳
や
く
し
ゃ
み
を
人
に
向

け
て
し
な
い
。
で
き
る
だ
け
マ

ス
ク
を
す
る
。
鼻
水
や
痰
な
ど

を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ

に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。）
を
守
り

感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
加
熱
不

十
分
な
二
枚
貝
や
感
染
者
の
嘔

吐
物
や
排
泄
物
か
ら
の
二
次
感

染
が
主
な
感
染
経
路
で
す
。
加

熱
し
て
食
べ
る
食
材
は
中
心
ま

で
し
っ
か
り
火
を
通
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
家
族
等
の
嘔
吐

物
や
排
泄
物
等
を
取
り
扱
う
時

に
は
、
手
袋
と
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
か
ら
処
理
し
、
塩
素
系
消

毒
液
で
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル

に
よ
る
消
毒
で
は
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
）

平成２６年度　国保税第４期・村県民税普通徴収第３期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
村全体の平均（国保税）

（平成２６年１１月１８日現在）

国保税 村県民税普通徴収 村全体の平均（村県民税）
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